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2 ． 先 行 研 究 の 問 題 点 と 本 稿 の 立 場
“ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ) ” に 関 す る 研 究 は 呂 ( 1 9 8 0 ) ,
隊 （ 2 0 0 4 ) ， 越 ・ ヌ M( 2 ( ) 1 7 ) な ど が 挙 げ ら れ る 。 呂
2 5 9 ） で は ， “ 好 容 易 ” と “ 好 不 容 易 ” の 意 味 に つ
1 ． は じ め に
" 好 容 易 ” と “ 好 不 容 易 ， ，
" ･
味 ( 1 9 8 0 :
に つ い て ．
否 定 を あ ら わ し ， “ 恨 不 容 易 ” （ ｢ 難 し い 」 や 「 大 変 ｣ ) 3 ) の
意 味 で あ る と さ れ て い る 。 ま た ． 越 ・ ヌ ロ ( 2 0 1 7 : 4 4 - 4 5 )
で は ， 呂 ( 1 9 8 0 ) に 韮 づ き ，“ 好 容 易 + V P " と“ 好 不 容
易 + V P " は “ 非 常 不 容 易 "( ｢ と て も 難 し い 」 や 「 と て も 大
変 ｣ ） の 意 味 で あ る と さ れ て い る 。 し か し ． 実 際 の 用 例
を 観 察 し て み る と ， 呂 ( 1 9 8 0 ) と 越 ・ ヌ B( 2 0 1 7 ) の 指 摘
は - | ･ 分 と は 言 え な い 。 と い う の は ． 下 記 の 例 ( 1 ) ( 2 ) ( 3 ) に
お け る “ 好 不 容 易 ” は 単 純 に “ 恨 不 容 易 ” （ ｢ 難 し い ｣ や ｢ 大
変 ｣ ） や “ 非 常 不 容 易 ” （ ｢ と て も 難 し い 」 や 「 と て も 大 変 ｣ ）
と し て 解 釈 で き な い か ら で あ る 。
( 1 ) 弛 捜 住 淘 渠 迪 的 野 草 ， 好 不 容 易 拝 孔 上 来 。（ 莫 言
中 国 語 に お け る “ 好 容 易 ” 不 容 易 ” は 副 詞 と し
て の 役 割 を 果 た す 場 合 ， 似 か よ っ た よ う な 意 味 を あ ら わ
す 。 ま た ． “ 好 不 容 易 ( 好 容 易 ) ” は " 他 好 不 容 易 ( 好 容 易 ）
オ 来 到 了 北 京 ｡ ” （ 彼 は 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 北 京 に 来
た ｡ ） の よ う な 「 様 態 の 副 詞 ｣ ' ） と し て の 役 割 を 果 た す 場
合 も あ る が ， “ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ） 来 到 了 北 京 ， 我 ｲ i ] 去
万 里 任 城 ﾛ 巴 ｡ ” （ せ っ か く 北 京 に 来 た の だ か ら ． 万 里 の 長 城 に
行 こ う ｡ ） の よ う な 「 評 価 の 副 詞 ｣ 2 ） と し て の 役 割 を 果 た
す 場 合 も あ る 。 し か し ． 具 体 的 に ど ん な 場 合 に 「 様 態 の
副 詞 」 と し て 機 能 し ， ど ん な 場 合 に 「 評 価 の 副 詞 」 と し
て 機 能 す る か は ま だ 明 ら か に さ れ て い な い 。 本 稿 で は ．
副 詞 と し て “ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ) ” が 用 い ら れ る 文 の 構
文 的 特 徴 に 焦 点 を あ て て ． “ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ) + V P " の
意 味 ・ 機 能 を 明 ら か に す る 。
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周 世 超
《 羊 乳 肥 啓 》 1 9 9 6 ）（ 彼 女 は 必 死 に 水 路 に 生 え て い る 雑 を か け て f i f
労 し て や っ と 人 混 み の
中 か ら 頭 を 出 し て ．
草 を つ か み ．
て き た ｡ 』 > ）
時 間 を か け て 苦 §
断 し て や っ と も が い て 登 っ
「 安 さ ん ！ 安 さ ん は ど こ ？ 」 と 叫 ん で い た ｡ ） （ " 阿 炳 ”
は 人 名 で あ る ｡ ）
例 ( 4 ) ( 5 ) に お け る “ 好 不 容 易 ” は 「 時 間 を か け て 苦
労 し て や っ と ～ 」 と い う 意 味 を あ ら わ し て い る 。 こ の よ
う な 文 に お け る “ 平 静 下 来 ” （ 落 ち 蒲 く ） と “ 在 人 堆 里 折
出 失 来 ” （ 人 混 み の ' l ' か ら 頭 を 出 す ） に は 「 実 現 す る こ と
が 望 ま し い 」 と い う 意 味 が 含 ま れ て い な い よ う に 思 わ れ
る 。 と い う の は ， 例 ( 4 ) ( 5 ) は 主 語 が 三 人 称 の 現 象 描 写
文 s ) で あ り e " 好 不 容 易 ， ’ は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果
た し て い る た め ， 「 実 現 す る こ と が 望 ま し い 」 な ど の よ
う な 話 者 の 主 体 的 意 義 6 ) が 含 ま れ て い な い と 考 え ら れ
る 。 こ の こ と か ら ， 対 ･ " ( 2 0 0 4 ) の 解 釈 は 不 十 分 だ と
言 わ ざ る を 得 な い 。 つ ま り ， “ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ) ” に 後
続 す る V P の 意 味 に つ い て 考 察 す る 場 合 ･" 好 不 容 易 （ 好
容 易 ) ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し て い る の か ，
そ れ と も 話 者 の 主 体 的 意 義 を あ ら わ す 「 評 価 の 副 詞 」 の
役 割 を 果 た し て い る の か も 視 野 に 入 れ て 考 察 す べ き だ と
思 わ れ る 。
先 行 研 究 に 対 し て ， 本 稿 で は ， 副 詞 と し て 使 わ れ る 場
合 の ． 好 容 易 ” と “ 好 不 容 易 ” は 似 た よ う な 意 味 ・ 機 能
を 有 す る も の と し て み な し ， “ 好 不 容 易 + V P ' 'と ‘ ‘ 好 容
易 + V P ' 、を “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " の よ う に 標 記 し ，そ
の 意 味 ・ 機 能 に つ い て 以 下 の よ う に 新 た に 提 案 す る 。
( 6 ) " 好 （ 不 ） 容 易 + V P ' ' の 意 味 ・ 機 能 は 以 下 の 三 つ
に 分 布 し て い る の で は な い か と 思 わ れ る 。
① ． 好 （ 不 ) 容 易 + V P ' ' が 単 文 に 現 れ る 場 合 ， 連
続 複 文 に 現 れ る 場 合 ， 名 詞 修 飾 節 と し て 機 能 す
る 場 合 ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の
役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 時 間
を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現 し た 」 と い
う 意 味 を あ ら わ す 。
② " 好 ( 不 ) 容 易 + V P " が 逆 接 複 文 に 現 れ る 場 合 ，
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 の 役 割 を 果
た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P
を 実 現 し た の に ． 不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ
た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 “ 好 （ 不 ） 容 易 ”
は V P に 「 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与
え る 。
③ " 好 ( 不 ) 容 易 + V P " は 主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働
き か け 文 ｣ 7 ) の 複 文 に 現 れ る 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容
易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ）
容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P を 実 現 し た の だ
( 2 ) 我 野 不 容 易 汀 票 成 功 了 ， 可 取 票 吋 却 悦 票 没 了 。
（ 《 人 民 日 扱 》 2 0 1 2 年 1 月 4 日 )( 堂 っ か く _ チ ケ ッ ト 予 約 に
成 功 し た の に ． 受 取 時 に は も う な い と 言 わ れ た c )
( 3 ) 祢 好 不 容 易 磁 上 迭 公 ↑ 机 会 , 千 万 不 敢 耽 摘 了 。（ 路
遥 《 路 遥 文 集 》 2 0 0 5 ）（ せ っ か く 君 は こ の チ ャ ン ス に 巡
り 合 っ た の だ か ら ． ぐ ず ぐ ず し て は い け な い ｡ ）
例 ( 1 ) ( 2 ) ( 3 ) に お け る “ 好 不 容 易 ” は 修 飾 語 と し て 後 置
の V P と 意 味 関 係 を 結 ん で い る 点 が 共 通 し て い る 。 し か
し ， そ れ ぞ れ の あ ら わ す 意 味 は 全 く 同 じ で あ る と は 言 え
な い 。 例 ( I ) に お け る “ 好 不 容 易 ” は 「 時 間 を か け て 苦
労 し て や っ と ～ 」 の 意 味 を あ ら わ し ． 例 ( 2 ) に お け る “ 好
不 容 易 ” は 「 せ っ か く ～ の に 」 の 意 味 を あ ら わ し ， 例 ( 3 )
に お け る “ 好 不 容 易 ” は 「 せ っ か く ～ の だ か ら 」 の 意 味
を あ ら わ し て い る 。 い ず れ も 呂 ( 1 9 8 0 ) で い う“ 恨 不 容
易 ， ， （ ｢ 難 し い 」 や 「 大 変 ｣ ） や 越 ・ ヌ ロ ( 2 0 1 7 ) で い う“ 非 常
不 容 易 ” （ ｢ と て も 難 し い 」 や 「 と て も 大 変 ｣ ） の 意 味 に は あ
て は ま ら な い と 思 わ れ る 。 な ぜ な ら ， “ 根 ” や “ 非 常 ”
の 修 飾 を 受 け た “ 恨 不 容 易 ” や “ 非 常 不 容 易 ” は 事 柄 の
性 格 を あ ら わ す 形 容 詞 で あ り ， “ 好 不 容 易 拝 孔 上 来 ” の
よ う な 文 に お け る “ 好 ” の 修 飾 を 受 け た “ 好 不 容 易 ” は
事 柄 の 性 格 で は な い と 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら ， 呂
( 1 9 8 0 ) と 越 ・ ヌ ロ( 2 0 1 7 ) の 解 釈 は 適 切 で は な い と い わ ざ
る を 得 な い 。
ま た ． 対 ・ 隊 （ 2 0 0 4 :1 3 6 ） で は ． “ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ) ”
に つ い て “ 后 鋲 成 分 中 V P 的 珸 又 多 表 示 ‘ 企 望 実 現 ， 井
荻 得 了 満 意 的 結 果 ' ｡ ” （ 後 続 す る V P は 多 く の 場 合 ， 「 実 現 す
る こ と が 望 ま し い 。 ま た 満 足 で き る よ う な 結 果 を 独 得 し た 」 と
い う 意 味 を あ ら わ す ｡ ） と 述 べ ら れ て い る 。 し か し ， 具 体
的 に “ 好 不 容 易 （ 好 容 易 ) ” は ど ん な 文 環 境 に お い て ．
V P は 「 実 現 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 満 足 で き る よ う
な 結 果 を 獲 得 し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ さ な い か に つ い
て ま だ 明 ら か に さ れ て い な い 。 実 際 の 用 例 を 観 察 し て み
た と こ ろ ， 下 記 の 例 ( 4 ) ( 5 ) の よ う な “ 好 不 容 易 ” が 用
い ら れ る 文 に お け る V P は 「 実 現 す る こ と が 望 ま し い 。
ま た 満 足 で き る よ う な 結 果 を 獲 得 し た 」 と い う 意 味 で あ
る と は 言 い が た い 。
( 4 ) 老 古 好 不 容 易 オ 平 静 下 来 。（ 曽 晨 輝 《 焚 香 》 2 0 1 3 )( 古
罰 を か け て 苦 労 L て や っ と 落 ち 着 い た ｡ ）
さ ん は
( 5 ) 阿 炳 好 不 容 易 . 在 人 堆 里 折 出 失 来 ， 叫 道 : " 安 同 志 1
安 同 志 在 郷 ﾉ L ？ ” （ 麦 家 《 暗 算 》 2 0 0 3 )( 阿 炳 は 壁 皿
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中 国 語 に お け る ‘ ‘ 好 （ 不 ） 容 易 + V P 鰯 の 意 味 ・ 機 能 に 関 す る 考 察
か ら , V P を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と い う 意 味
を あ ら わ す 。 好 （ 不 ） 容 易 ” は V P に 「 意 味 の
あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え る 。
上 記 の ( 6 ) は 本 稿 の 仮 説 で あ る 。 以 下 で は ，“ 好 （ 不 ）
容 易 + V P " が 用 い ら れ る 文 の 構 文 的 特 徴 に 焦 点 を 当 て
て ． そ の 意 味 ・ 機 能 を 明 ら か に す る 。 さ ら に “ 好 （ 不 ）
容 易 + V P " に 含 ま れ た 評 価 的 意 味 と 人 称 と の 関 係 を 明
ら か に す る 。 以 下 3 で は 単 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易
十 Ⅵ ｡ ” の 意 味 ・ 機 能 に つ い て 考 察 し 、 4 で は 複 文 に お け
る “ 好 ( 不 ） 容 易 + V P " の 意 味 ･ 機 能 に つ い て 考 察 す る 。
5 で は ， ま と め を 行 う 。
主 体 の 「 私 」 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 自 分 の 声 を
取 り 戻 し た と い う 意 味 を あ ら わ す 。
こ の 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” を 削 除 す る と ， 不 自 然 な 文 に
な る 。
（ 7 ， ) 我 好 不 容 易 来 到 迭 里 。 ？ （ 堂 っ か く こ こ に 来 た （ の
に ・ の だ か ら ) ）
（ 8 ． ) 我 好 不 容 易 把 相 机 取 了 回 来 。 ？ （ せ つ か ＆ カ メ ラ
を 取 り 戻 し た （ の に ・ の だ か ら ) ）
（ 9 ， ) 我 好 不 容 易 我 回 自 己 的 声 音 。 ？ （ せ つ か f 自 分 の
声 を 取 り 戻 し た （ の に ・ の だ か ら ) ）
例 ( 7 ) ( 8 ) ( 9 ) に お け る “ オ ” を 削 除 す る と ． 例 ( 7 ' ) ( 8 ' ）
( 9 , ) の よ う な 不 自 然 な 文 に な る I C ) 。 な ぜ な ら ． 話 者 の
" 我 ” の 顕 現 に よ っ て ， “ 好 （ 不 ) 容 易 ” は 主 体 的 意 義 を
あ ら わ す 「 評 価 の 副 詞 」 と し て の 役 割 を 果 た そ う と す る
が ， こ の 場 合 は 単 文 で あ る た め ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” が 「 評
価 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た す た め に 必 要 な （ 本 稿 で 提 案 し
た ） 「 完 全 な 結 果 に し よ う 」 あ る い は 「 不 完 全 な 結 果 に
な っ た 」 と い う 含 み の あ る 部 分 の 出 現 が か な わ ず ， 不 自
然 な 文 あ る い は 不 完 全 な 文 に な っ た の で あ る 。
ま た ， な ぜ 例 ( 7 ) ( 8 ) ( 9 ) が 自 然 な 文 で あ る か と い う の
は ， 副 詞 の “ オ ” は 「 や っ と 」 の 意 味 を あ ら わ す こ と に
よ っ て そ の 後 続 す る 成 分 V P を 話 者 の 期 待 の 結 果 と し て
仕 立 て た の で あ る 。 そ の た め ， “ オ ” を 削 除 す れ ば , V P
は 話 者 の 期 待 の 結 果 で は な く な り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は
さ ら に そ の 続 き と し て ， 「 完 全 な 結 果 」 あ る い は 「 不 完
全 な 結 果 」 を 求 め る よ う に な っ た の で は な い か と 考 え ら
れ る 。 つ ま り ， こ の 場 合 に お け る “ オ ” は 話 者 の 「 期 待 」
と い う 評 価 を あ ら わ し ， “ 好 （ 不 ) 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」
と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。
こ の こ と か ら ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 一 人 称 で あ
る 場 合 ， “ 好 （ 不 ) 容 易 ” は 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必
要 が あ る と い え る 。
3 . 2 ． 主 語 が 三 人 称 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 三 人 称 で あ る 場 合 ， “ 好 （ 不 ）
容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ． “ 好 （ 不 ） 容
易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現
し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 こ の 場 合 ， 副 詞 の “ オ ”
と 共 起 す る 場 合 も あ れ ば ， 共 起 し な い 場 合 も あ る 。
( 1 0 ) 老 古 好 不 容 易 オ 平 静 下 来 。（ 例 ( 4 ) を 再 掲 )( 古 さ ん
3 ． 単 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " の 意 味 ・
機 能
コ ー バ ス を 調 べ た と こ ろ ， 単 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容
易 + V P " の 主 語 は 主 に 一 人 称 と 三 人 称 8 ) に 分 布 し て い
る 9 ) o 本 節 で は ， 主 語 が 一 人 称 の 場 合 と 主 語 が 三 人 称 の
場 合 に 分 け て ， 単 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " の 意
味 ・ 機 能 に つ い て 考 察 し ， ( 6 ) の 仮 説 に つ い て 実 証 す る 。
ま た ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” と 共 起 し や す い 副 詞 の “ オ ” と
の 関 わ り も 視 野 に 入 れ て 考 察 す る 。
3 . 1 ． 主 語 が 一 人 称 の 場 合
“ 好 ( 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 一 人 称 で あ る 場 合 ， ‘ 好 （ 不 ）
容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容
易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現
し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 こ の 場 合 ， 副 詞 の “ オ ”
と 共 起 す る 必 要 が あ る 。 副 詞 の “ オ ” は 「 や っ と 」 と い
う 意 味 の 役 割 を 担 っ て い る 。
( 7 ) 我 毎 不 容 易 オ 来 到 迭 里 。（ 路 遥 《 平 凡 的 世 界 》 1 9 8 6 ）
( 私 は 時 間 を か け て 苦 う
こ こ ま で 来 た ｡ ）
し て や つ と
( 8 ) 我 好 不 容 易 才 把 相 机 取 了 回 来 。（ 《 人 民 阿 》 2 0 1 0 年 1
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
月 5 日 ） ( 私 は 時 間 を か け て 茜
､ 、
し て や っ と カ メ ラ を 取
り 戻 し た ｡ ）
( 9 ) 我 好 不 容 易 北 投 回 自 己 的 声 音 。（ 唐 欣 括 《 裸 婚 》
－
2 0 1 0 ）（ 私 は 時 間 を か け
I ) 戻 し た ｡ ）
て 苦 労 し て や っ と 自 分 の 声 を 取
例 ( 7 ) ( 8 ) ( 9 ) の 場 合 ，“ 好 不 容 易 ” の 主 語 が 一 人 称 で あ
り ． “ 好 不 容 易 ” は 副 詞 の “ オ ” と 共 起 し て い る 。 例 ( 7 )
に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は ， 主 体 の 「 私 」 が 時 間 を
か け て 苦 労 し て や っ と こ こ ま で 来 た と い う 意 味 を あ ら わ
す 。 例 ( 8 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は ， 主 体 の 「 私 」
が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と カ メ ラ を 取 り 戻 し た と い
う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 9 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は ，
か け て 苦 労 し て や っ と 落 ち 着 い た ｡ )
時 間 を
( " 老 古 ”
は
は 人 名 で あ る ｡ ）
( l l ) 弛 好 不 容 易 士 追 求 到 了 今 天 遠 一 切 。（ 路 遥 《 黄 叶 在
一
秋 風 中 瓢 落 》 1 9 9 3 )( 彼 女 は 時 間 を か け て 苦 労 し て や つ
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周 世 超
+ V P ' ' は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現 し た 」
と い う 意 味 を あ ら わ す 。 こ の 場 合 ． “ 好 （ 不 ） 容 易 ” の
主 語 は 一 人 称 と 三 人 称 に 分 布 し て い る 。 一 人 称 の 場 合 ，
副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必 要 が あ る 。
と 今 ' 二 l の す べ て を 手 に 入 れ た ｡ ）
( 1 2 ) 9 吋 3 0 分 ， 他 好 不 容 易 オ 挫 住 了 一 綱 白 色 出 租 牟 。
（ 《 人 民 阿 》 2 0 0 9 年 1 1 月 2 0 日 ）（ 9 時 3 0 分 ． 彼 は 時 m を か
け で l ' f 労 し て や つ と | 些 l い タ ク シ ー を 一 台 捕 ま え た ｡ ）
例 ( 1 0 ) ( 11 ) ( 1 2 ) の 場 合 ．“ 好 不 容 易 ” の 主 語 が 三 人 称
で あ り ． “ 好 不 容 易 ” は 副 詞 の “ オ ” と 共 起 し て い る 。
例 ( 1 0 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は ， 主 体 の “ 老 古 ”
が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 落 ち 着 い た と い う 意 味 を
あ ら わ す 。 例 ( 1 1 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P - は ． 主 体
の “ 地 ” が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 手 に 入 れ た と い
う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 1 2 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は ．
主 体 の “ 他 ” が 時 間 を か け て や っ と 白 い タ ク シ ー を 一 台
捕 ま え た と い う 愈 味 を あ ら わ す 。
ま た ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 三 人 称 で あ る 場 合 ， “ 好
( 不 ） 容 易 ” は 刑 詞 の “ オ ” と 共 起 し な い 場 合 も あ る 。
( 1 3 ) 他 好 不 容 易 在 一 大 早 与 之 分 別 了 。（ 張 嬬 《 柏 慧 》
4 ． 複 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " の 意 味 ・
機 能
コ ー バ ス を 調 べ た 結 果 複 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易
+ V P ･ ･ は 主 に 連 続 複 文 ， 逆 接 複 文 ． 主 節 が 「 表 出 文 」
や 「 働 き か け 文 」 の 複 文 ． 名 詞 修 飾 節 の 複 文 に 分 布 し て
い る 11 ' ・ 本 節 で は ． 連 続 複 文 の 場 合 ， 逆 接 複 文 の 場 合 ，
主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働 き か け 文 」 の 複 文 の 場 合 ， 名 詞
修 飾 節 と し て 機 能 す る 場 合 に 分 け て ， 複 文 に お け る “ 好
( 不 ） 容 易 + V P " の 意 味 ・ 機 能 に つ い て 考 察 し ,( 6 ) の
仮 説 に つ い て 実 証 す る 。
4 . 1 ． 連 続 複 文 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” が 連 続 複 文 に 現 れ る 場 合 は さ ら に 主
語 が 一 人 称 の 場 合 と 主 語 が 三 人 称 の 場 合 に 分 け て 考 察 す
る 。
4 . 1 . 1 ．主 語 が 一 人 称 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 一 人 称 の 連 続 複 文 に 現 れ る
場 合 ， 前 節 に 現 れ る こ と も あ れ ば ． 後 節 に 現 れ る こ と も
あ る 。 “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ，
" 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と
V P を 実 現 し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 こ の 場 合 ， 副
詞 の “ 才 ” と 共 起 す る 必 要 が あ る 。
( 1 6 ) 我 好 不 容 易 ｵ ﾆ 梛 劫 麻 木 的 双 腿 ， 憎 憎 憧 憧 眼 他 ｲ i ] 出
了 凉 茶 店 ， 上 了 面 包 牟 。 （ 海 岩 《 一 場 風 花 雪 月 的 事 》
1 9 9 4 ）（ 彼 は
時 間 を
か け て 苦 労 し て や っ と 早 朝 に あ の 人
と 別 れ た ） （ " 之 ” は 「 あ の 人 」 の 意 味 で あ る ｡ ）
( 1 4 ) 地 好 不 容 易 査 閲 了 一 本 名 力 《 姓 名 学 》 的 名 后 悦 。
（ 《 人 民 阿 》 2 0 0 6 年 7 月 3 日 ）（ 彼 女 は 壁 間 を か け て 苦 労 し
て や っ と 「 姓 名 学 」 と い う 本 の あ と が き を 調 べ た ｡ ）
( 1 5 ) 老 夫 掴 価 好 容 易 把 他 ｲ i ] 拉 了 升 来 ｡( 張 愛 玲 《 秩 歌 》
1 9 5 5 ）（ 老 夫 蝿 は
時 間 を か け て 苦 労 し て や つ と
彼 ら を リ ’
き 離 し た ｡ ）
例 ( 1 3 ) ( 1 4 ) ( 1 5 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 三
人 称 で あ り ， 、 好 （ 不 ） 容 易 ” は そ の ま ま 動 詞 述 語 文 を
修 飾 し 、 副 詞 の “ オ ” と 共 起 し て い な い 。 例 ( 1 3 ) に お
け る “ 好 不 容 易 + V P " は ， 彼 が 時 間 を か け て や っ と あ
の 人 と 別 れ た と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 1 4 ) に お け る
" 好 不 容 易 + V P " は ． 彼 女 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ
と 「 姓 名 学 」 と い う 本 の あ と が き を 調 べ た と い う 意 味 を
あ ら わ す 。 例 ( 1 5 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は ． 老 夫
婦 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 彼 ら を 引 き 離 し た と い
う 意 味 を あ ら わ す 。
こ の こ と か ら ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 三 人 称 の 単
文 に 現 れ る 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必 要 は な い と
い え る 。 と い う の は ， 話 者 が 顕 現 し て い な い た め ， “ 好
( 不 ) 容 易 ” は 話 者 の 主 体 的 意 義 を あ ら わ す ｢ 評 価 の 副 詞 」
の 役 割 を 果 た す こ と が で き な い と 考 え ら れ る 。 い わ ば 、
主 語 が 一 人 称 の 場 合 の よ う に ， 副 詞 の “ オ ” で V P を 話
者 の 期 待 の 結 果 と し て 仕 立 て る 必 要 は な い か ら で あ る 。
以 上 を ま と め る と ． “ 好 （ 不 ） 容 易 ” が 単 文 に 現 れ る
場 合 ， 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ． “ 好 （ 不 ） 容 易
1 9 9 8 ）（ 私 は
時 間 を
か け て 苦 労 し て や っ と 麻 郷 し て い る
l ' U 足 を 動 か し ， な ん と な く 彼 ら と 一 紺 に 喫 茶 店 を あ と
に し て ， マ イ ク ロ バ ス に 乗 っ た ｡ ）
( 1 7 ) 好 多 学 生 沖 上 来 要 圏 圏 筌 名 ， 我 ｲ ｢ ] 好 不 容 易 オ 把 弛
叺 台 上 救 了 下 来 。 （ 焼 雪 漫 《 没 有 人 像 我 一 祥 》 2 0 0 6 )
（ 囲 圏 の サ イ ン を 欲 し が る 学 生 が 一 気 に 押 し 寄 せ ． 私 た
彼 女 を 塊 上 か ら 救 い
ら i よ 時 間 を か け て 苦 労 し て や つ と
l l } し た ｡ )( " 圏 圏 ” は 人 名 で あ る ｡ ）
( 1 8 ) 我 ｲ i ] 升 着 牟 在 里 辺 蒋 来 蒋 去 ， 好 容 易 オ 我 到 了 一 十
空 着 的 牟 位 。 （ 海 岩 《 一 場 風 花 雪 月 的 事 》 1 9 9 8 )( 私 た
ち は 車 で そ の 中 を ぐ る ぐ る 回 り ． 睦 間 を か け て 苦 労 し
て や っ と 駐 車 ス ペ ー ス を 見 つ け た ｡ ）
例 ( 1 6 ) ( 1 7 ) ( 1 8 ) の 場 合 96 4 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 一
人 称 で あ り ． ‐ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 副 詞 の “ オ ” と 共 起 し
て い る 。 例 ( 1 6 ) に お け る ‐ 好 不 容 易 + V P " は 前 節 に 現 れ ．
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中 国 語 に お け る , ‘ 好 く 不 ） 容 易 + V P 鰯 の 意 味 ・ 機 能 に 関 す る 考 察
話 者 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 麻 蝉 し て い る 両 足 を
動 か し た と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 1 7 ) に お け る “ 好
不 容 易 + V P " は 後 節 に 現 れ ， 話 者 が 時 間 を か け て 苦 労
し て や っ と 彼 女 を 壇 上 か ら 救 い 出 し た と い う 意 味 を あ ら
わ す 。 例 ( 1 8 ) に お け る “ 好 容 易 + V P ' ' は 後 節 に 現 れ ，
話 者 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 駐 車 ス ペ ー ス を 見 つ
け た と い う 意 味 を あ ら わ す 。
こ の 場 合 ， 単 文 の 一 人 称 と 同 じ よ う に ， 副 詞 の “ 才 ”
を 削 除 す る と ， 不 自 然 な 文 に な る 。
( 1 6 ' ) 我 好 不 容 易 梛 劫 麻 木 的 双 腿 ， 僧 僧 憧 憧 眼 他 ｲ i ]
出 了 凉 茶 店 ， 上 了 面 包 牟 。 ？ （ ： せ つ か 巡 麻 蝉 し て
い る 両 足 を 動 か し ， な ん と な く 彼 ら と 一 緒 に 喫 茶 店
を あ と に し て ， マ イ ク ロ バ ス に 乗 っ た ｡ ）
（ 1 7 ' ) 好 多 学 生 沖 上 来 要 團 團 筌 名 ， 我 1 班 不 容 易 把
地 圦 台 上 救 了 下 来 。 ？ （ ｢ 圏 圏 」 の サ イ ン を 欲 し が
る 学 生 が 一 気 に 上 が っ て き て ， せ っ か く 彼 女 を お 立
ち 台 か ら 救 い 出 し た ｡ ）
( 1 8 ' ) 我 ｲ i ] 汗 着 卒 在 里 辺 鋳 来 鋳 去 ， 好 容 易 我 到 了 一
十 杢 着 的 牟 位 。 ？ （ 私 た ち は 車 で そ の 中 で う ろ ち ょ
ろ と 回 っ て い た ｡ ﾆ せ つ か 丘 駐 車 ス ペ ー ス を 見 つ け た ｡ ）
例 ( 1 6 ) ( 1 7 ) ( 1 8 ) に お け る 副 詞 の “ オ ” を 削 除 す れ ば ，
例 ( 1 6 ' ) ( 1 7 ' ) ( 1 8 ' ) の よ う な 不 自 然 な 表 現 に な る 。 と い う
の は ， 単 文 の 場 合 と 同 じ よ う に ， 副 詞 の “ オ ” を 削 除 す
る と ， “ 好 ( 不 ) 容 易 ” は さ ら に V P の 続 き を 求 め る よ う
に な り ， 不 自 然 あ る い は 不 完 全 な 文 に な っ た と 考 え ら れ
る 。
こ の こ と か ら ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 一 人 称 の 連
続 複 文 に 現 れ る 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必 要 が あ
る と い え る 。
4 . 1 . 2 ．主 語 が 三 人 称 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 三 人 称 の 連 続 複 文 に 現 れ る
場 合 ， 前 節 に 現 れ る こ と も あ れ ば ， 後 節 に 現 れ る こ と も
あ る 。 “ 好 （ 不 ) 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ，
" 好 （ 不 ) 容 易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と
V P を 実 現 し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 ま た ， 副 詞 の
" オ ” と 共 起 す る 場 合 も あ れ ば ， 共 起 し な い 場 合 も あ る 。
( 1 9 ) 他 … 易 ゴ ー 控 制 住 咳 嗽 ， 脳 子 里 涌 現 出 痕 狂 的 念
共 。 （ 残 雪 《 最 后 的 情 人 》 2 0 0 5 )( 彼 は 時 間 を か け て 苦
労 し て や っ と 咳 を 止 め た が ， 頭 の 中 に と ん で も な い ア
( 2 1 ) 他 ｲ i ] 達 忙 捕 上 去 ， 又 是 拉 又 是 功 ， 好 容 易 オ 把 越 人
咳 解 救 下 来 。 （ 対 斯 杳 《 白 『 ] 柳 》 2 0 0 5 ）（ 彼 ら は 急 い で
取 り 囲 ん で ， 引 っ 張 っ た り ， 慰 め た り し て ， 時 間 を か
け て 苦 労 し て や っ と 魁 人 該 を 助 け た ｡ ） （ " 超 人 咳 ” は 人
名 で あ る ｡ ）
例 ( 1 9 ) ( 2 0 ) ( 2 1 ) の 場 合 0" 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 三
人 称 で あ り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 副 詞 の “ オ ， ， と 共 起 し
て い る 。 例 ( 1 9 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V I J は 前 節 に 現 れ ，
主 体 の 「 彼 」 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 咳 を 止 め た
と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 2 0 ) に お け る “ 好 不 容 易
+ V P " は 後 節 に 現 れ ， 主 体 の 「 何 人 」 が 時 間 を か け て
苦 労 し て や っ と 彼 ら を 引 き 離 し た と い う 意 味 を あ ら わ
す 。 例 ( 2 1 ) に お け る “ 好 容 易 + V P " は 後 節 に 現 れ ， 主
体 の 「 彼 ら 」 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と “ 超 人 該 ”
を 助 け た と い う 意 味 を あ ら わ す 。
ま た ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 三 人 称 の 連 続 複 文 に
現 れ る 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 し な い 場 合 も あ る 。
（ 2 2 ) 阿 炳 妊 丞 餐 易 在 人 堆 里 折 出 失 来 ， 叫 道 : " 安 同 志 1
安 同 志 在 郷 ﾉ L ？ ” （ 例 ( 5 ) を 再 掲 )( 阿 炳 は 壁 間 を か け
て 苦 労 し て や っ と 人 混 み の 中 か ら 頭 を 出 し て ， 「 安 さ
ん ！ 安 さ ん は ど こ ？ 」 と 叫 ん だ ｡ ） （ ‘ 阿 炳 ” は 人 名 で あ
る ）
（ 2 3 ) 弛 捜 住 洵 渠 辺 的 野 草 ， 妊 不 容 易 浄 孔 上 来 。（ 例 ( 1 )
を 再 掲 ） （ 彼 女 は 必 死 に 水 路 に 生 え て い る 雑 草 を つ か み ，
寺 間 を か け て 苦
労 し て や つ と も が
い て 登 っ て き た ｡ ）
( 2 4 ) 好 容 易 把 我 演 完 ， 子 是 之 帯 着 満 腹 款 意 向 汎 炊 謝
幕 。 （ 除 遊 《 坊 病 中 子 是 之 》 2 0 0 0 )( 時 間 を か け て 苦 労
し て や っ と 芝 居 を 演 じ き る と ， 子 是 之 は 申 し 訳 な い 気
持 ち で い つ ぱ い に な り な が ら ， 観 客 の カ ー テ ン コ ー ル
に こ た え た ｡ ） （ " 子 是 之 ” は 人 名 で あ る ｡ ）
例 ( 2 2 ) ( 2 3 ) ( 2 4 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 が 三
人 称 で あ り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は そ の ま ま 動 詞 述 語 文 を
修 飾 し ， 副 詞 の “ 才 ” と 共 起 し て い な い 。 例 ( 2 2 ) に お
け る “ 好 不 容 易 + V P ' ' は 前 節 に 現 れ ， 主 体 が 時 間 を か
け て 苦 労 し て や っ と 人 混 み の 中 か ら 頭 を 出 し た と い う 意
味 を あ ら わ す 。 例 ( 2 3 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P ' ' は 後
節 に 現 れ ， 主 体 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と も が い て
登 っ た と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 2 4 ) に お け る “ 好 容
易 + V P " は 前 節 に 現 れ ， 主 体 が 時 間 を か け て 苦 労 し て
や っ と 演 じ き っ た と い う 意 味 を あ ら わ す 。
こ の こ と か ら ， “ 好 （ 不 ) 容 易 ” は 主 語 が 三 人 称 の 連
続 複 文 に 現 れ る 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必 要 は な
い と い え る 。
イ デ ア を 思 い 浮 か ん だ ｡ ）
( 2 0 ) 好 几 / 卜 人 泣 来 ， 好 不 容 易 オ 将 他 ↑ ] 拉 汗 。（ 曹 文 軒
《 虹 瓦 》 2 0 0 3 )( 何 人 も や っ て 来 て ， 時 間 を か け て 苦 労
し て や っ と 彼 ら を 引 き 離 し た ｡ ）
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つ け た ） と い う こ と に 「 話 者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」
と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 に は 「 彼 に 逃 げ ら れ て し
ま っ た 」 と い う 「 不 完 全 な 結 果 に な っ た 」 の 意 味 が 含 ま
れ て い る 。 例 ( 2 7 ) に お け る “ 好 容 易 ” は ，“ 把 他 清 来 ” （ 彼
を 招 く ） と い う こ と に 「 話 者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」
と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 に は 「 聞 き 手 の 気 が 変
わ っ て ． 彼 を 必 要 と し な く な っ た 」 と い う 「 不 完 全 な 結
果 に な っ た 」 の 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 2 5 ) ( 2 6 ) ( 2 7 ) の
主 節 に は 話 者 の 「 不 満 」 と 「 残 念 」 の 気 持 ち が 含 ま れ て
い る 。
つ ま り ， ‘ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 一 人 称 の 逆 接 複 文
に 現 れ る 場 合 ． 「 評 価 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し , V P に 「 話
者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え ， “ 好
( 不 ） 容 易 + V P ' ' は 「 せ っ か く V P を 実 現 し た の に ， 不
完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。
4 . 2 . 2 ．主 語 が 三 人 称 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 三 人 称 の 逆 接 複 文 の 従 属 節
に 現 れ る 場 合 ， 判 定 文 7 ) に あ ら わ す か そ れ と も 現 象 描 写
文 に あ ら わ す か に よ っ て ， 二 通 り の 解 釈 が で き る 。 判 定
文 の 場 合 ． “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 の 役 割 を
果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か < V P を 実 現
し た の に ， 不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と い う 意 味
を あ ら わ す 。 現 象 描 写 文 の 場 合 ， “ 好 ( 不 ） 容 易 ” は 「 様
態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 時
間 を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現 し た 」 と い う 意 味
を あ ら わ す 。
（ 2 8 ) 他 好 不 容 易 申 清 到 救 助 款 カ ノ L 子 治 病 ， 可 料 不 到 銭
被 愉 去 。 （ 《 人 民 阿 》 2 0 0 7 年 6 月 1 8 日 )( せ っ か く 彼 は 息
子 の 病 気 を 治 す た め の 給 付 金 を 手 に 入 れ た の に ． そ の
お 金 が 盗 ま れ て し ま っ た ｡ ） （ 彼 が 麟 間 を か け て 苦 労 し
て や っ と 息 子 の 病 気 を 治 す た め の 給 付 金 を 手 に 入 れ た
が ． そ の お 金 が 盛 ま れ て し ま っ た ｡ ）
（ 2 9 ) 保 達 好 不 容 易 把 帷 子 里 的 蚊 子 逮 尽 了 ， 身 上 却 弄 得
一 身 油 汗 。 （ 願 堅 《 元 虹 》 2 0 0 5 ）（ せ つ か 土 保 達 は 蚊 帳
つ ま り ， ． ． 好 （ 不 ） 容 易 ” が 連 続 複 文 に 現 れ る 場 合 ，
前 節 に 現 れ る こ と も あ れ ば ， 後 節 に 現 れ る こ と も あ る 。
" 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ， “ 好
( 不 ） 容 易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と V P
を 実 現 し た 」 と い う 憩 味 を あ ら わ す 。 “ 好 （ 不 ） 容 易 ”
の 主 語 が 一 人 称 の 場 合 ． 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必 要 が
あ る 。
4 . 2 ． 逆 接 複 文 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 + V P ' ' が 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場
合 ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は す べ て の 「 逆 接 複 文 」 に あ て は
ま る の で は な く ， 主 節 に は 「 不 完 全 な 結 果 」 あ る い は 「 望
ま し く な い 結 果 」 の 含 み の あ る 「 逆 接 複 文 」 に 限 る 。 こ
の 場 合 ， 主 語 は 主 に 一 人 称 と 三 人 称 に 分 布 し て い る 。
コ ー パ ス を 調 べ た と こ ろ ， 逆 接 複 文 に お い て “ 好 （ 不 ）
容 易 ， ・ が “ オ ” と 共 起 す る ケ ー ス は ほ ぼ な い と い え
る ' 2 ) 。 こ の 場 合 は さ ら に 主 語 が 一 人 称 の 場 合 と 主 語 が 三
人 称 の 場 合 に 分 け て 考 察 す る 。
4 . 2 . 1 ．主 語 が 一 人 称 の 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 一 人 称 の 逆 接 複 文 の 従 属 節
に 現 れ る 場 合 ， 「 評 価 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し , V P に 「 話
者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え ． “ 好
( 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P を 実 現 し た の だ か ら ．
不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と い う 意 味 を あ ら わ
す 。 主 節 に は 話 者 の 「 不 満 」 と 「 残 念 」 な 気 持 ち が 含 ま
れ る 。
（ 2 5 ) 我 好 不 容 易 汀 票 成 功 了 ， 可 取 票 吋 却 悦 票 没 了 。（ 例
( 2 ) を 再 掲 ） （ 辻 つ か 〈 チ ケ ッ ト の 予 約 に 成 功 し た ＠ 』 三 ・
受 取 時 に は 「 も う な い 」 と 言 わ れ た ｡ ）
（ 2 6 ) 我 好 容 易 我 到 他 了 ， 却 辻 他 砲 棹 了 。（ 林 晧 《 根 鈍 恨
暖 昧 》 2 0 0 8 ）（ せ っ か く 彼 を 見 つ け た Q 』 三 ・ ま た 彼 に 逃
げ ら れ て し ま っ た ｡ )
（ 2 7 ) 我 好 容 易 把 他 清 来 了 ， 祢 又 変 卦 了 。（ 《 人 民 阿 》
2 0 1 2 年 5 月 5 日 )( 堂 つ か 〈 彼 を 招 い た Q E ,こ ん ど は 君
の 気 が 変 わ っ た ｡ ）
例 ( 2 5 ) ( 2 6 ) ( 2 7 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 一
人 称 で あ り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P を
実 現 し た の に ， 不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と い う
意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 2 5 ) に お け る “ 好 不 容 易 ” は ，“ 汀
票 成 功 ” （ チ ケ ッ ト 予 約 に 成 功 す る ） と い う こ と に 「 話 者
に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え て い る 。
主 節 に は 「 チ ケ ッ ト を 手 に 入 れ る こ と が で き な く な っ
た 」 と い う 「 不 完 全 な 結 果 に な っ た 」 の 意 味 が 含 ま れ て
い る 。 例 ( 2 6 ) に お け る “ 好 容 易 ” は ，“ 我 到 他 ” （ 彼 を 見
の 中 の 蚊 を す べ て 捕 ま え た 里 』 三 ， 汗 び っ し ょ り に な っ
た ｡ ） （ 保 達 は 時 間 を か け て 苦 労 し て や つ と . 蚊 帳 の 中 の
蚊 を す べ て 捕 ま え た が ， 汗 び っ し ょ り に な っ た ｡ ） （ " 保
達 ” は 人 名 で あ る ｡ ）
( 3 0 ) 他 好 不 容 易 捜 脱 了 大 的 ， 現 在 又 来 介 小 的 。（ 愛 依
《 蒋 身 ， 不 悦 再 児 》 2 0 1 1 ）（ 堂 つ か 〈 彼 は 大 き な 面 倒 事 か
ら 抜 け 出 し た の に ， ま た 小 さ な 面 倒 事 に 巻 き 込 ま れ た ｡ ）
労 し て や っ と 大 き な 面 倒 事 か ら 抜
( 彼 力
け 出 し た が ， ま た 小 さ な 面 倒 事 に 巻 き 込 ま れ た ｡ ）
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中 国 語 に お け る “ 好 （ 不 ) 容 易 + V P " の 意 味 ・ 機 能 に 関 す る 考 察
例 ( 2 8 ) ( 2 9 ) ( 3 0 ) の 場 合 ．“ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 三
人 称 の 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現 れ て い る 。 例 ( 2 8 ) ( 2 9 ) ( 3 0 ）
が 判 定 文 の 場 合 ， “ 好 （ 不 ) 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 の
役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P
を 実 現 し た の に ， 不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と い
う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 2 8 ) に お け る “ 好 不 容 易 ” は “ 申
清 到 救 助 款 カ ノ L 子 治 病 ” （ 息 子 の 病 気 の 補 助 金 を 申 請 で き る ）
と い う こ と に 「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う
評 価 を 与 え て い る 。 主 節 に は 「 そ の お 金 が 盗 ま れ た 」 と
い う 「 不 完 全 な 結 果 に な っ た 」 の 意 味 が 含 ま れ て い る 。
例 ( 2 9 ) に お け る “ 好 容 易 ” は “ 把 帷 子 里 的 蚊 子 逮 尽 ”（ 蚊
帳 の 中 の 蚊 を す べ て 袖 ま え る ） と い う こ と に 「 主 体 に と っ
て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 に
は 「 汗 び っ し ょ り に な っ て 眠 れ な い 」 と い う 「 不 完 全 な
結 果 に な っ た 」 の 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 0 ) に お け
る “ 好 容 易 ” は “ 擢 脱 了 大 的 ” （ 大 き な 面 倒 事 か ら 抜 け 出
し た ） と い う こ と に 「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」
と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 に は 「 小 さ な 面 倒 事 が き
た 」 と い う 「 不 完 全 な 結 果 に な っ た 」 の 意 味 が 含 ま れ て
い る 。 例 ( 2 8 ) ( 2 9 ) ( 3 0 ) の 主 節 に は 話 者 の 「 同 情 」 と 「 残
念 」 の 気 持 ち が 含 ま れ て い る 。
ま た ， 例 ( 2 8 ) ( 2 9 ) ( 3 0 ) が 現 象 描 写 文 の 場 合 fa d 好 （ 不 ）
容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ， 例 ( 2 8 ) に お
け る “ 好 不 容 易 + V P " は 「 時 間 を か け て や っ と 息 子 の
病 気 の 補 助 金 を 申 請 で き た 」 と い う 意 味 を あ ら わ し ， 例
( 2 9 ) に お け る “ 好 容 易 + V P ' . は 「 時 間 を か け て や っ と
蚊 帳 の 中 の 蚊 を す べ て 捕 ま え た 」 と い う 意 味 を あ ら わ
し ， 例 ( 3 0 ) に お け る “ 好 容 易 + V P " は 「 時 間 を か け て
や っ と 大 き な 而 倒 事 か ら 抜 け 出 し た 」 と い う 意 味 を あ ら
わ す 。
以 上 を ま と め る と ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 一 人 称
の 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， ま た は 主 語 が 三 人 称
の 判 定 文 の 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， 「 評 価 の 副
詞 」 の 役 割 を 果 た し , V P に 「 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い
う 評 価 を 与 え ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P
を 実 現 し た の に ， 不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と い
う 意 味 を あ ら わ す 。 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 三 人 称 の 現
象 描 写 文 の 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， “ 好 （ 不 ）
容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容
易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現
し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。
4 . 3 ． 主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働 き か け 文 」 の 複 文 の 場 合
本 稿 で 取 り 扱 う 「 主 節 が 「 表 出 文 」 や 『 働 き か け 文 』
の 複 文 」 と は ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” が 従 属 節 に 現 れ ． 主 節
は 話 者 の 「 表 出 」 あ る い は 「 働 き か け 」 を あ ら わ す 複 文
を 指 す 。 ま た ， 本 稿 で 取 り 扱 う 主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働
き か け 文 」 の 複 文 の 用 例 は す べ て 主 節 と 従 属 節 が 同 一 主
語 を 有 す る 場 合 の 用 例 で あ る 。 同 一 主 語 を 有 し な い 場 合
は ， 現 象 と し て 取 り 上 げ る ほ ど の 髄 に 達 し て い な い た
め ， 本 研 究 の 対 象 外 と す る 。 コ ー パ ス を 調 べ た と こ ろ ，
" 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 一 人 称 ， 二 人 称 と 三 人 称 に 分
布 し ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る ケ ー ス は な い よ う で あ る 。
こ の 場 合 は さ ら に 主 語 が 一 人 称 の 場 合 ， 主 語 が 二 人 称 の
場 合 と 主 語 が 三 人 称 の 場 合 に 分 け て 考 察 す る 。
4 . 3 . 1 ．主 語 が 一 人 称 の 場 合
“ 好 ( 不 ) 容 易 ” の 主 語 が 一 人 称 で あ る 場 合 ， 主 節 は 「 表
出 文 」 で あ る 。 “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 と し
て 機 能 し , V P に 「 話 者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と
い う 評 価 を 与 え ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P
を 実 現 し た の だ か ら , V P を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と い
う 意 味 を あ ら わ す 。 主 節 に は 話 者 の 「 決 心 」 と 「 審 起 」
の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
( 3 1 ) 我 好 不 容 易 来 一 次 北 京 ， 一 定 要 好 好 看 看 。（ 《 人 民
阿 》 2 0 1 6 年 1 月 2 2 日 )( 堂 っ か く _ 北 京 に 来 た の だ か ら ，
ち ゃ ん と い ろ い ろ と I m l っ て み た い ｡ ）
( 3 2 ) 我 妊 査 易 我 到 一 ↑ 人 可 以 依 皐 ， 我 不 想 再 失 去 他 。
（ 李 晴 宇 《 梧 桐 雨 》 2 0 0 2 )( 堂 つ か 〈 頼 れ る 人 を 一 人 見
つ け た の だ か ら ． あ の 人 を 失 う わ け に は い か な い ）
( 3 3 ) 我 好 容 易 来 － 回 ， 在 迭 里 要 留 十 妃 念 。（ 《 人 民 阿 》
2 0 1 6 年 5 月 2 3 日 )( せ っ か く こ こ に 来 た の だ か ら ， こ こ
で 記 念 撮 影 し た い ｡ )
例 ( 3 1 ) ( 3 2 ) ( 3 3 ) の 場 合 9" 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 一
人 称 で あ り ， 主 節 が 話 者 の 意 志 を あ ら わ す 「 表 出 文 」 で
あ る 。 例 ( 3 1 ) に お け る “ 好 不 容 易 ． ’ は “ 来 北 京 ' '( 北 京
に 来 る ） と い う こ と に 「 話 者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」
と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 は 「 ち ゃ ん と い ろ い ろ と
回 っ て み た い 」 と い う 「 ｢ 北 京 に 来 た 」 こ と を 完 全 な 結
果 に し よ う 」 と い う 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 2 ) に お
け る “ 好 容 易 ” は “ 我 到 一 十 人 可 以 依 籠 ” （ 頼 れ る 人 を 一
人 見 つ け る ） と い う こ と に 「 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う
評 価 を 与 え て い る 。 主 節 は 「 一 緒 に い た い 」 と い う 「 ｢ 頼
れ る 人 を 一 人 見 つ け た 」 こ と を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と
い う 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 3 ) に お け る “ 好 容 易 ”
は “ 来 一 回 ” （ こ こ に 来 る ） と い う こ と に 「 話 者 に と っ て
意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 は
｢ 記 念 撮 影 し た い 」 と い う 「 ｢ こ こ に 来 た 」 こ と を 完 全 な
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結 果 に し よ う 」 と い う 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 1 ) ( 3 2 )
( 3 3 ) の 主 節 に は 話 者 の 「 決 心 」 と 「 哲 起 」 の 気 持 ち が 含
ま れ て い る 。
こ の こ と か ら ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 一 人 称 の 主
節 が 「 表 出 文 」 の 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， 「 評 価 の
副 詞 」 の 役 割 を 果 た し て い る と い え る 。 主 節 に は 話 者 の
｢ 決 心 」 と 「 燕 起 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
4 . 3 . 2 ．主 語 が 二 人 称 の 場 合
“ 好 ( 不 ) 容 易 ” の 主 語 が 二 人 称 で あ る 場 合 , 主 節 は 「 働
き か け 文 」 で あ る 。 “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」
と し て 機 能 し . V P に 「 聞 き 手 に と っ て 意 味 の あ る 出 来
事 」 と い う 評 価 を 与 え ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P ' ' は 「 せ っ
か く V P を 実 現 し た の だ か ら ,V P を 完 全 な 結 果 に し よ
う 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 主 節 に は 聞 き 手 へ の 「 激 励 」
や 「 叱 吃 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
（ 3 4 ) 祢 好 不 容 易 磁 上 迭 公 ↑ 机 会 , 千 万 不 敢 耽 摘 了 。（ 例
( 3 ) を 再 掲 ） （ 辻 つ か ＆ こ の チ ャ ン ス に 巡 り 合 っ た Q 堂
か ら ． ぐ ず ぐ ず し て は い け な い ｡ ）
（ 3 5 ) 祢 好 不 容 易 把 初 中 都 快 上 完 了 ， 患 公 能 中 途 退 学
呪 ？ （ 路 遥 《 平 凡 的 世 界 》 1 9 8 6 ）（ せ つ か ＆ あ と 少 し で
( 3 5 ) ( 3 6 ) の 主 節 に は 聞 き 手 へ の 「 激 励 」 や 「 叱 I 庵 」 の 気
持 ち が 含 ま れ て い る 。
こ の こ と か ら ． “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 語 が 二 人 称 の 主
節 が 「 働 き か け 文 」 の 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， 「 評
価 の 副 詞 」 の 役 割 を 果 た し て い る と い え る 。 主 節 に は 聞
き 手 へ の 「 激 励 」 や 「 叱 吃 」 が 含 ま れ る 。
4 . 3 . 3 ．主 語 が 三 人 称 の 場 合
“ 好 ( 不 ) 容 易 ” の 主 語 が 三 人 称 で あ る 場 合 , 主 節 は 「 表
出 文 」 で あ る 。 “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 の 役
割 を 果 た し , V P に 「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」
と い う 評 価 を 与 え ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く
V P を 実 現 し た の だ か ら , V P を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と
い う 意 味 を あ ら わ す 。 主 節 に は 話 者 が 推 測 し た 主 体 の
｢ 決 心 」 と 「 蒋 起 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
（ 3 7 ) 他 厨 尽 磨 唯 好 不 容 易 来 到 迭 里 ， 忽 能 再 回 去 囎 ？
（ 路 遥 《 平 凡 的 世 界 》 1 9 8 6 ）（ せ っ か く 彼 は 苦 労 し て こ
こ ま で 来 た の だ か ら ， こ の ま ま 帰 る わ け に は い か な い ｡ ）
( 3 8 ) 他 好 不 容 易 等 到 迭 / 卜 机 会 ， 椰 有 白 白 松 手 的 道 理 ？
（ 子 澄 《 等 一 下 先 生 》 2 0 0 2 )( せ っ か く 彼 に チ ャ ン ス が
め < " っ て き た の だ か ら ． こ の ま ま 手 放 す わ け に は い か
中 学 校 を 卒 業 で き る と こ ろ ま で 頑 張 っ て き た の だ か ら ，
－
な い ｡ ）
（ 3 9 ) 金 剛 妊 餐 易 有 了 迭 ム ー ↑ 吃 大 餐 的 机 会 ，当 然 不 能
放 泣 了 ！ （ 林 晧 《 根 鈍 恨 暖 昧 》 2 0 0 8 ）（ 堂 つ か 〈 金 剛
は ご 馳 走 を 食 べ る チ ャ ン ス を 手 に 入 れ た の だ か ら ， 見
逃 す わ け に は い か な い ｡ ） （ " 金 剛 ” は 人 名 で あ る ｡ ）
例 ( 3 7 ) ( 3 8 ) ( 3 9 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 三
人 称 で あ り ， 主 節 は 「 表 出 文 」 で あ る 。 例 ( 3 7 ) に お け
る “ 好 不 容 易 ” は “ 来 到 迭 里 ” （ こ こ ま で 来 る ） と い う こ
と に 「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与
え て い る 。 主 節 は 「 こ の ま ま 戻 る わ け が な い 」 と い う
｢ ｢ こ こ ま で 来 た 」 こ と を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と い う 意
味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 8 ) に お け る “ 好 不 容 易 ” は “ 等
到 迭 十 机 会 ” （ こ の チ ャ ン ス を 手 に 入 れ る ） と い う こ と に
｢ 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え て
い る 。 主 節 は 「 こ の チ ャ ン ス を も の に し よ う 」 と い う
｢ 『 チ ャ ン ス が き た 』 こ と を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と い う
意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 9 ) に お け る “ 好 容 易 ” は “ 有
了 迭 ム ー ノ ト 吃 大 餐 的 机 会 ” （ ご 馳 走 を 食 べ る チ ャ ン ス を 手 に
入 れ る ） と い う こ と に 「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」
と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 は 「 見 逃 さ な い 」 と い う
｢ 『 ご 馳 走 を 食 べ る チ ャ ン ス を 手 に 入 れ た 」 こ と を 完 全 な
結 果 に し よ う 」 と い う 意 味 が 含 ま れ る 。 例 ( 3 7 ) ( 3 8 ) ( 3 9 ）
の 主 節 に は 話 者 が 推 測 し た 主 体 の 「 決 心 」 と 「 蒋 起 」 の
途 中 で や め て ど う す る ？ ）
( 3 6 ) 祢 妊 餐 易 煤 到 迭 价 差 事 ， 別 砥 棹 仮 碗 。（ 柏 栃 《 怪 号
集 》 2 0 0 0 )( せ っ か く こ の 仕 事 を 手 に 入 れ た の だ か ら ．
こ の 仕 ﾘ # を な く さ な い で く だ さ い ｡ ）
例 ( 3 4 ) ( 3 5 ) ( 3 6 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 二
人 称 で あ り ， 主 節 は 「 働 き か け 文 」 で あ る 。 例 ( 3 4 ) に
お け る “ 好 不 容 易 ” は “ 磁 上 迭 公 ↑ 机 会 ” （ チ ャ ン ス に 巡
り 合 う ） と い う こ と に 「 聞 き 手 に と っ て 意 味 の あ る 出 来
事 」 と い う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 は 「 ぐ ず ぐ ず し て は
い け な い 」 と い う 「 『 チ ャ ン ス に 巡 り 合 っ た 」 こ と を 完
全 な 結 果 に し よ う 」 と い う 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 5 ）
に お け る “ 好 不 容 易 ” は “ 把 初 中 都 快 上 完 了 ” （ あ と 少 し
で 中 学 校 卒 業 で き る と こ ろ ま で 頑 張 っ て き た ） と い う こ と に
｢ 聞 き 手 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を 与 え
て い る 。 主 節 は 「 卒 業 ま で 頑 張 ろ う 」 と い う 「 『 中 学 校
卒 業 で き る と こ ろ ま で 頑 張 っ て き た 」 こ と を 完 全 な 結 果
に し よ う 」 と い う 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 6 ) に お け
る “ 好 容 易 ” は “ 煤 到 迭 价 差 事 ” （ こ の 仕 鼎 を 手 に 入 れ た ）
と い う こ と に 「 聞 き 手 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い
う 評 価 を 与 え て い る 。 主 節 は 「 こ の 仕 事 を な く さ な い で
く だ さ い 」 と い う 「 ｢ こ の 仕 事 を 手 に 入 れ た 」 こ と を 完
全 な 結 果 に し よ う 」 と い う 意 味 が 含 ま れ て い る 。 例 ( 3 4 ）
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中 国 語 に お け る “ 好 （ 不 ) 容 易 + V P " の 意 味 ・ 機 能 に 関 す る 考 察
る ． 好 不 容 易 + V P " は 副 詞 の “ オ ”と 共 起 し ， 「 私 が 時
間 を か け て 苦 労 し て や っ と 拾 っ た 」 と い う 意 味 を あ ら わ
す 。 例 ( 4 2 ) に お け る “ 好 容 易 + V P " は 「 私 が 時 間 を か
け て 苫 労 し て や っ と 見 つ け た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。
ま た ． “ 好 不 容 易 + V P ･ ' の 主 語 が 二 人 称 で ，名 詞 修 飾
節 と し て 機 能 す る 場 合 も あ る 。
（ 4 3 ) 但 模 佑 者 瓜 祢 的 藍 海 中 占 据 一 決 領 地 ， 祢 当 然 会 尽
力 防 守 ， 保 住 祢 好 不 容 易 オ 扇 得 的 客 戸 。 （ 吉 塞 《 薩
海 餓 略 》 2 0 0 5 ）（ し か し ． 模 倣 肴 は 君 の ブ ル ー シ ー の 一
部 を , l i 拠 し て い る の だ か ら ． 当 然 君 は 全 力 で 防 御 し 、
気 持 ち が 含 ま れ て い る 。
こ の こ と か ら ， “ 好 （ 不 ) 容 易 . ’ は 主 語 が 三 人 称 の 主
節 が 「 表 出 文 」 の 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， 「 評 価 の
副 詞 」 の 役 割 を 果 た し て い る と い え る 。 主 節 に は 話 者 が
推 測 し た 主 体 の 「 決 心 」 と 「 奮 起 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
つ ま り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働
き か け 文 」 の 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ． 「 評 価 の 副 詞 」
の 役 割 を 果 た し . V P に 「 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評
価 を 与 え ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P を 実
現 し た の だ か ら . V P を 完 全 な 結 果 に し よ う 」 と い う 意
味 を あ ら わ す 。 主 語 が 一 人 称 の 場 合 ． 主 節 に は 話 者 の
｢ 決 心 」 と 「 奮 起 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。 主 語 が 二 人 称
の 場 合 ． 主 節 に は 聞 き 手 へ の 「 激 励 」 や 「 叱 嶢 」 の 気 持
ち が 含 ま れ る 。 主 語 が 三 人 称 の 場 合 ， 主 節 に は 話 者 が 推
測 し た 主 体 の 「 決 心 」 と 「 奮 起 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
4 . 4 ． “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " が 名 詞 修 飾 節 と し て 機 能 す
る 場 合
“ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 名 詞 修 飾 節 と し て 機 能 す る 場
合 ， 助 詞 の “ 的 ” と 共 起 し ， 連 体 修 飾 語 と し て 後 続 す る
名 詞 を 修 飾 す る 。 こ の 場 合 の “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 様 態
の 副 詞 」 と し て 機 能 し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 時 間
を か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現 し た 」 と い う 意 味 を
あ ら わ す 。 主 語 は 一 人 称 ， 二 人 称 と 三 人 称 に 分 布 し て い
る 。 こ の 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る こ と も あ る が ，
共 起 し な い こ と も あ る 。
§ 時 間 を か け て 蒜 労 し て や つ と
盤 得 し た ク ラ イ ア ン
蒋 力
ﾄ を 守 ら な い と い け な い ｡ ）
( 4 4 ) 祢 尭 什 公 要 元 私 奉 献 出 祢 好 不 容 易 オ 捕 荻 的 小 水 鹿
呪 ？ （ 沈 石 渓 《 一 只 猪 雛 的 遭 遇 》 1 9 9 7 ）（ な ぜ 君 は 君 が
時 間 を か け て 苫 労 し て や っ と 捕 ま え た サ ン バ ー を 献 上
す る の か ？ ）
( 4 5 ) 祢 好 不 容 易 銀 成 的 布 , 一 剪 断 就 没 法 実 了 。（ 金 庚 石
《 成 功 的 秘 決 在 郷 里 ？ 》 2 0 1 3 ）（ 君 が 雌 間 を か け て 苦 労
し て や っ と 織 っ た 布 は ． ハ サ ミ で 切 っ た ら も う 売 り 物
に は な ら な い ｡ ）
例 ( 4 3 ) ( 4 4 ) ( 4 5 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 二
人 称 で あ り ． “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P ' . は 名 詞 修 飾 節 と し て
機 能 し て い る 。 例 ( 4 3 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V I J は 副
詞 の “ オ ” と 共 起 し ． 「 君 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ
と 狼 得 し た 」 と い う 懲 味 を あ ら わ す 。 例 ( 4 4 ) に お け る
" 好 不 容 易 + V P " は 副 詞 の “ オ ”と 共 起 し ， 「 君 が 時 間
を か け て 苦 労 し て や っ と 捕 ま え た 」 と い う 意 味 を あ ら わ
す 。 例 ( 4 5 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P ' ' は 「 君 が 時 間 を
か け て 苦 労 し て や っ と 織 っ た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。
さ ら に ， “ 好 不 容 易 + V P " の 主 語 が 三 人 称 で ， 名 詞 修
飾 節 と し て 機 能 す る 場 合 も あ る 。
共 系 阿 差 点 ﾉ L 被 祢 姶 乱 拳
（ 柳 下 拝 《 天 オ 医 生 》 2 0 1 5 ）
( 4 0 ) 我
破 棹 ， 迭 也 算 是 力 我 好 ？
断 し て や っ と 作 り 上 げ た 『 関 係 網 」
制 を か け て 苦 今
( 私 が
I W
は 危 う ぐ 君 に 壊 さ れ る と こ ろ だ っ た 。 こ れ も 私 の た め
だ と い う の ？ ）
( 4 1 ) 我 好 不 容 易 オ 捻 到 的 煤 決 ， 一 蒋 眼 就 被 他 ｲ ｢ ] 愉 走
( 4 6 ) 遠 祥 弛 就 会 喪 失 地
一 切 （ 徐
了 。 （ 誰 嬬 《 休 在 高 原 》 2 0 1 0 )( 私 が 時 間 を か け て 苦 労
し て や っ と 拾 っ た 木 炭 は ． あ っ と い う 間 に 彼 ら に 溢 ま 共 並 《 金 匝 峡 》 1 9 8 5 ）（ こ の よ う に し て ， 彼 女 は 彼 女 が
時 I I M を か け て 苦 労 し て や っ と 残 し た す べ て を 失 っ て し
れ て し ま っ た ｡ ）
（ 4 2 ) 我 好 容 易 桟 到 的 仮 票 。 悠 公 能 就 迭 久 軽 易 的 没 了
呪 ？ （ 林 晧 《 根 鈍 恨 暖 昧 》 2 0 0 8 ）（ 私 が 時 間 を か け て 苦
労 し て や っ と 見 つ け た 食 券 。 な ん で こ ん な 簡 単 に な く
な っ た の か ？ ）
例 ( 4 0 ) ( 4 1 ) ( 4 2 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 一
人 称 で あ り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 名 詞 修 飾 節 と し て
機 能 し て い る 。 例 ( 4 0 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は 副
詞 の “ オ ， ． と 共 起 し ， 「 私 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ
と 作 り 上 げ た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 4 1 ) に お け
ま っ た ｡ ）
( 4 7 ) 没 有 荻 得 提 名 必 然 会 損 害 他 好 不 容 易 樹 立 起 来 的 新
形 象 。 （ 《 人 民 阿 》 2 0 0 7 年 1 1 月 1 日 )( ノ ミ ネ ー ト さ れ て
い な い こ と は ， 彼 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 作 り
上 げ た 新 し い イ メ ー ジ に 傷 を つ け る こ と に な る だ ろ う ）
( 4 8 ) 7 0 多 歩 的 村 掴 女 主 任 隊 菊 蕊 也 送 来 了 弛 好 不 容 易
機 下 的 1 3 0 0 多 決 桟 。（ 《 人 民 阿 》 2 0 0 6 年 3 月 8 日 ）（ 7 0 代
の 村 の 女 主 任 隊 菊 蕊 も 彼 女 が 時 間 を か け て 苦 労 し て
や っ と 貯 め た 1 3 0 0 元 余 り の お 金 を 届 け て く れ た ｡ ）（ " 陳
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周 世 超
「 話 者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を
与 え る 。 主 節 に は 話 者 の 「 不 満 」 と 「 残 念 」 の 気
持 ち が 含 ま れ る 。
② － 2 主 語 が 三 人 称 の 場 合 ， ． ‘ 好 （ 不 ） 容 易 ” は V P
に 「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価
を 与 え る 。 主 節 に は 話 者 の 「 同 傭 」 と 「 残 念 」 の
気 持 ち が 含 ま れ る 。
③ “ 好 ( 不 ) 容 易 + V P " は 主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働 き
か け 文 」 の 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る 場 合 ， 「 評 価 の 副
詞 」 の 役 割 を 果 た し ． “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ
か く V P を 実 現 し た の だ か ら ,V P を 完 全 な 結 果 に
し よ う 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。
③ - l 主 語 が 一 人 称 の 場 合 ｡ d d 好 ( 不 ) 容 易 ” は V P に
「 話 者 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を
与 え る 。 主 節 に は 話 者 の 「 決 心 」 と 「 蒋 起 」 の 気
持 ち が 含 ま れ る 。
③ - 2 主 語 が 二 人 称 の 場 合 ， “ 好 ( 不 ) 容 易 ” は V P に
「 聞 き 手 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価
を 与 え る 。 主 節 に は 聞 き 手 へ の 「 激 励 」 や 「 叱 睦 」
の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
③ - 3 主 語 が 三 人 称 の 場 合 ， “ 好 ( 不 ) 容 易 ” は V P に
「 主 体 に と っ て 意 味 の あ る 出 来 事 」 と い う 評 価 を
与 え る 。 主 節 に は 話 者 が 推 測 し た 主 体 の 「 決 心 」
と 「 奮 起 」 の 気 持 ち が 含 ま れ る 。
④ “ 好 ( 不 ) 容 易 ” が 「 様 態 の 副 詞 」 と し て 機 能 す る
場 合 の 文 環 境 と 「 評 価 の 副 詞 」 と し て 機 能 す る 場 合
の 文 環 境 を ま と め る と ． 次 の 表 1 の よ う に な る 。
菊 蕊 ， ． は 人 名 で あ る ｡ ）
例 ( 4 6 ) ( 4 7 ) ( 4 8 ) の 場 合 ，“ 好 （ 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 三
人 称 で あ り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P ' ' は 名 詞 修 飾 節 と し て
機 能 し て い る 。 例 ( 4 6 ) に お け る “ 好 不 容 易 + V P " は 副
詞 の “ オ ” と 共 起 し ， 「 彼 女 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ
と 残 し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 4 7 ) に お け る “ 好
不 容 易 + V P " は 「 彼 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と 作
り 上 げ た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 例 ( 4 8 ) に お け る “ 好
不 容 易 + V P " は 「 彼 女 が 時 間 を か け て 苦 労 し て や っ と
貯 め た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。
つ ま り ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " が 名 詞 修 飾 節 と し て 機
能 す る 場 合 ， “ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」 の 役 割
を 果 た し ． “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 時 間 を か け て 苦 労
し て や っ と V P を 実 現 し た 」 と い う 意 味 を あ ら わ す 。 “ 好
( 不 ） 容 易 ” の 主 語 は 第 一 人 称 ， 第 二 人 称 ， 第 三 人 称 に
分 布 し て い る 。
5 ． ま と め
以 上 の よ う に ， 本 稿 で は ， “ 好 ( 不 ) 容 易 + V F / の 意 味 ・
機 能 に つ い て 分 析 し ， ( 6 ) の 仮 説 に つ い て 実 証 し て き た 。
分 析 の 結 果 を あ ら た め て ま と め る と 次 の よ う に な る 。
① “ 好 ( 不 ) 容 易 + V P " は 単 文 に 現 れ る 場 合 ， 連 続 複
文 に 現 れ る 場 合 ． 名 詞 修 飾 節 と し て 機 能 す る 場 合 ．
主 語 が 三 人 称 の 現 象 描 写 文 の 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現
れ る 場 合 に お い て ． “ 好 ( 不 ) 容 易 ” は 「 様 態 の 副 詞 」
の 役 割 を 果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 時 間 を
か け て 苦 労 し て や っ と V P を 実 現 し た 」 と い う 意 味
を あ ら わ す 。
① - l " 好 ( 不 ) 容 易 + V P " が 単 文 や 連 続 複 文 に 現 れ
る 場 合 ， 主 語 は 一 人 称 と 三 人 称 に 分 布 し て い る 。
一 人 称 の 場 合 ， 副 詞 の “ オ ” と 共 起 す る 必 要 が あ
る 。
① － 2 “ 好 （ 不 ) 容 易 + V P " が 名 詞 修 飾 節 と し て 機 能
す る 場 合 ， 主 語 は 一 人 称 ， 二 人 称 三 人 称 に 分 布
し て い る 。
② “ 好 （ 不 ) 容 易 + V P ' ' が 逆 接 複 文 の 従 属 節 に 現 れ る
場 合 ， “ 好 ( 不 ） 容 易 ” は 「 評 価 の 副 詞 」 の 役 割 を
果 た し ， “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は 「 せ っ か く V P を
実 現 し た の に ， 不 完 全 な 結 果 に な っ て し ま っ た 」 と
い う 意 味 を あ ら わ す 。 た だ し ， 主 語 が 三 人 称 の 現 象
描 写 文 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " は こ の 限 り で
は な い 。
② - l 主 語 が 一 人 称 の 場 合 ． “ 好 ( 不 ) 容 易 ” は V P に
表 1 “ 好 ( 不 ) 容 易 ” の 「 副 詞 の 役 割 」 の 相 補 分 布
以 上 は 本 稿 の 結 論 で あ り ， い ず れ も 先 行 研 究 を 超 え た
も の で あ る 。 ま た ， 本 稿 で は 考 察 に 及 ば な か っ た 「 評 価
の 副 詞 」 と し て 機 能 す る 場 合 の “ 好 （ 不 ） 容 易 ” と “ オ ”
と の 関 係 “ 好 不 容 易 ” と “ 好 容 易 ” と の 使 い 分 け ． 主
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中 国 語 に お け る “ 好 （ 不 ） 容 易 + V P " の 憲 味 ・ 機 能 に 関 す る 考 察
“ オ ． と 共 起 し た ほ う が 自 然 だ と 判 断 し た の で あ る 。
l l ) 本 稿 が 取 り 扱 う 複 文 の 分 類 は 日 本 語 記 述 文 法 研 究 会 ( 2 0 0 8 )
と 北 京 大 学 I I ' 文 系 現 代 漢 語 教 研 室 （ 編 )( 2 0 0 4 ) の p p 3 3 3 -
3 4 9 を 参 考 に し ． ま と め た も の で あ る 。
l 2 ) コ ー パ ス を 調 べ た 結 果 p" 好 （ 不 ） 容 易 ” が 「 評 価 の 副 詞 」
と し て 機 能 す る 「 逆 接 複 文 」 と 主 節 が 「 表 出 文 」 や 「 働 き
か け 文 」 の 複 文 に 現 れ る 場 合 ， 副 詞 “ オ ” と の 共 起 は い ず
れ も 計 1 2 2 0 9 の 川 例 中 1 0 例 以 下 で あ り ， 現 象 と し て 取 り 上 げ
る ほ ど の 戯 に 遠 し て い な い も の と み な し ． 本 研 究 の 対 象 外
と す る 。
1 3 ) ｢ 判 定 文 」 と は ． あ る 事 柄 に つ い て の 解 説 や 判 断 が 成 り 立 つ
こ と に つ い て の 話 者 の 判 定 を 述 べ た も の で あ る 。 仁 田
( 1 9 9 1 ) の p p 4 0 - 4 4 を 参 照 さ れ た い 。「 判 定 文 」 と 「 現 象 描
写 文 」 の 述 い は 話 者 の 主 観 的 な 考 え の 有 無 に あ る 。
節 と 従 属 節 が 同 一 主 語 を 有 し な い 複 文 に お け る “ 好 ( 不 ）
容 易 ” の 意 味 ・ 機 能 ， 主 語 の 人 称 に よ っ て “ 好 （ 不 ） 容
易 + V P " の 意 味 ・ 機 能 は 異 な る の は な ぜ か に つ い て も
注 目 す る 必 要 が あ り ， 今 後 の 課 題 と し た い 。
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注
1 ） 「 様 態 の 剛 詞 」 は 仁 田 ( 2 0 0 2 ) の p p 7 5 - 1 1 3 を 参 照 さ れ た い 。
具 体 に 筒 う と ． ‐ 好 （ 不 ） 容 易 ” は 「 動 き 様 態 の 副 詞 」 に 属
し て い る と 思 わ れ る 。
2 ) 「 評 価 の 副 詞 」 は 渡 辺 実 ( 1 9 9 6 ) の p p l 3 8 - 1 4 1 を 参 照 さ れ た い 。
3 ） 本 稿 に お け る 先 行 研 究 の 翻 訳 は 筆 者 が 責 任 を 負 う も の で あ
る 。
4 ) す べ て の 用 例 の 翻 訳 は 筆 者 が 責 任 を 負 う も の で あ る 。
5 ） 「 現 象 描 写 文 」 と は 話 し 手 の 視 覚 や 聴 覚 等 を 通 し て 捉 え ら れ
た あ る 時 空 の 元 に 存 在 す る 現 象 を ． 現 象 の 存 在 へ の 確 認 は
有 し て い る も の の ， 主 観 の 加 工 を 加 え な い で 言 諦 表 現 化 し
て ， 述 べ た も の で あ る 。 仁 田 ( 1 9 9 1 ) の p 3 6 を 参 照 さ れ た い 。
6 ) 「 主 体 的 意 義 」 と は ， 対 象 に 向 か う 言 語 主 体 の こ こ ろ に 由 来
す る 懲 味 の こ と で あ る o 渡 辺 （ 2 0 0 2 ） の p p 7 5 - 8 5 を 参 照 さ
れ た い 。
7 ） 「 表 出 文 」 と 「 働 き か け 文 」 は 仁 I H ( 1 9 9 1 ) に 僻 り た 用 語 で
あ る 。 「 表 出 」 と は 話 者 の 意 志 や 希 望 や 願 望 と い っ た 自 ら の
心 的 悩 愈 を 取 り 立 て て 他 者 へ の 伝 達 を 意 図 す る こ と な く 発
す る と い っ た 発 話 ・ 伝 達 的 態 度 を 表 し た も の で あ る 。 「 働 き
か け 」 と は ． 話 し 手 が 相 手 た る 聞 き 手 に 話 し 手 自 ら の 要 求
の 実 現 を 働 き か け 訴 え か け る と い っ た 発 話 ・ 伝 達 的 態 度 を
表 し た も の で あ る 。 仁 田 ( 1 9 9 1 ) の p p 2 1 - 3 4 を 参 照 さ れ た い 。
8 ) 本 稿 が 取 り 扱 う 一 人 称 ， 二 人 称 ． 三 人 称 に は そ れ ぞ れ の 複
数 形 も 含 ま れ て い る 。 三 人 称 に は 人 名 も 含 ま れ て い る 。 ま
た ， 物 が 主 語 の 場 合 は 三 人 称 の 場 合 と 同 じ 愈 味 ・ 機 能 に な
る が ， 現 象 と し て 取 り 上 げ る ほ ど の 用 例 数 （ 1 2 2 0 9 の 用 例 中
1 0 0 例 以 下 ） に 達 し て い な い た め ， 本 研 究 の 対 象 外 と す る 。
主 語 が 存 在 し な い 場 合 は 文 脈 に よ っ て 主 体 を 判 I ﾘ l し た 結 果 ，
そ れ ぞ れ 一 人 称 の 場 合 ， 二 人 称 の 場 合 ， 三 人 称 の 場 合 と 同
じ 傾 向 に な る た め ， 本 稿 で は ． 紙 幅 の 関 係 で ． 主 謡 が 存 在
し な い 場 合 を 本 研 究 の 対 象 外 と す る 。
9 ) 主 語 が 二 人 称 の 単 文 は 筆 者 所 持 の 資 料 と 中 1 劃 政 府 の ニ ュ ー
ス サ イ ト （ 人 民 閥 ） を 含 め ． 計 1 2 2 0 9 の 用 例 中 1 例 も 見 つ か
ら な か っ た た め ， 本 研 究 の 対 象 外 と す る 。
I o ) 本 稿 で 取 り 扱 う 「 自 然 」「 不 自 然 」 の 判 断 は ネ イ テ ィ ブ
チ ェ ッ ク を 済 ん だ も の で あ る 。 こ の 判 断 は 3 0 代 前 後 の 中 国
語 母 語 話 者 2 0 名 に ア ン ケ ー ト し て ． l 5 名 以 上 が 不 自 然 と 判
断 さ れ た 結 果 に 韮 づ く 。 さ ら に ， 自 然 と 判 断 し た I 歌 謡 話 者
に も と の “ オ ” と 共 起 し て い る 複 文 を 見 せ る と ． 5 名 と も
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